











の土器について 14C 年代測定，炭素・窒素安定同位体比分析，C/N 比の分析を実施し，これらの土
器付着植物遺体の年代的位置づけ，および内容物についての検討を行った。また，単独で出土し，
所属時期が不明であった種実遺体 5 点の 14C 年代測定を行い，年代的位置づけについて検討した。
その結果，分析した土器付着植物遺体は縄文時代中期中葉の 1 点を除き縄文時代後・晩期に属する
年代であり，特に 3,300 ～ 2,700 cal BP の間に集中し，そのほとんどが縄文時代晩期前葉～中葉で
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河道 1 からは，縄文時代前期後葉の諸磯式の土器片や中期中葉の勝坂式，中期後葉の加曽利 E
式の土器が出土したものの，それらは極めて少数であり，主に縄文時代後期前葉の堀之内式の土器
から晩期中葉の安行 3c 式までの土器が出土する。また，炭化物が付着した土器は堀之内式期以降













































SY-17 は胴下半部で，扁平で細長い繊維が 4 ヵ所付着する。SY-18 は径 6.3cm の底部で，最大約
7.0 × 1.5mm の細かい繊維が，底部中央にランダムに複数付着する。SY-19 は底部付近で，短く扁
平な繊維が 1 ヵ所上下方向に付着する。SY-20 は底部付近で，発泡状態の炭化物が全面に付くが，
幅 2.0mm の扁平な繊維が付着する。SY-21 は底部付近で，幅 1.0mm 弱の細かい繊維がランダムに












SY-24 は底部付近で，ニワトコ種子が多数付着する。ニワトコは通常 1 つの果実の中に 3 ～ 4 個
の種子が含まれる。種子は果実の形に沿って 2 ～ 3 個ずつ固まっていることから，果実のままもし
くは種子がばらばらにならない程度の状態で土器片に付着したことが考えられる。部分的に薄い果
皮が遺存する。また，種子と混じって長さ約 13.0mm，幅 1.7mm の扁平な繊維状の植物遺体が上
下方向に付着する。






SY-27 は胴部から底部に近接する破片である。ひごの幅は 2.5mm で，はっきりみえるのは 4 本
である。編組製品自体の炭素・窒素安定同位体比を調べるため，編組製品部分（ひご）を採取した。
年代測定に用いた編組製品周辺の炭化物を SY-27a とし，編組製品部分を SY-27b とした。
SY-28 は胴下半部であり，同一方向に扁平なひご状の木材が付着する。幅約 3.0mm で，4 ヵ所に
観察できる。破片の写真左側には鱗茎が付着したような痕跡が残る。
SY-29 は底部付近で，縦横のひご自体はほとんど遺存していないが，その痕跡から編組製品であ























い可能性もある。また粒状の細かい発泡がみられる。SY-32 の土器は器壁が薄く約 4.0mm である。
SY-33 は底部付近であり，扁平な繊維状の小破片が付着する。外面にも炭化物が付着する。
2）種実遺体（SY-34，SY-35，SY-36，SY-37，SY-38）（図 8）
SY-34 はヒョウタン果実で，河道 1 の流路 3b（縄文時代後期中葉～晩期中葉）から出土した。
全体の 1/2 程度が遺存していた。SY-35，SY-36，SY-37 はいずれも第 1 号クルミ塚（縄文時代中期
中葉）の堆積物の洗い出しによって検出した種実遺体である。SY-35 はヒョウタン種子，SY-36 と
SY-37 はマメ科の炭化種子である。SY-36 は佐々木・工藤［2006］がササゲ属 A とした長さ 4.5mm
程度の小型の種子で，小畑ほか［2007］での識別点に基づき再同定したところ，ササゲ属アズキ亜
属アズキ型の種子であった。SY-37 は長さ 7.0mm 程度で，同じくササゲ属 B としたものであるが，








後秤量し，それぞれ 15 ～ 50mg 程度に切り分けた。実体顕微鏡下で可能な限り混入物を除去した
後，蒸留水で超音波洗浄を行った。なお，一部の土器付着植物遺体（SY-23，SY-24）や種実遺体
は，エタノール（CH3CH2OH）水溶液で土器片ごと含浸して一時保存していたため，AAA 処理前
に 80℃の蒸留水での 1 時間の洗浄を 3 回繰り返し，エタノールの溶出を行った。
次に，埋蔵中に生成・混入したフミン酸や炭酸塩などを溶解・除去するため，酸 - アルカリ - 酸
（AAA）処理を行った。アルカリ処理は，試料の状態に応じて 0.001 ～ 1.2M 水酸化ナトリウム
（NaOH）水溶液により，室温～ 80℃の処理を行った［吉田，2004］。徐々に NaOH の濃度を濃くして，
水溶液が着色しなくなるまでこの操作を繰り返し，最終的にすべての試料について 80℃，1.2M の
濃度まで処理を行った。








もに（株）パレオ・ラボで行った（機関番号 PLD）。測定した土器付着植物遺体は 26 点である。
東京大学総合研究博物館放射性炭素年代測定室に設置されているEA-MSシステム（MICROMASS
社製，The IsoPrime EA System）（装置の概要と測定方法については，國木田ほか［2009b］を参照）
を用いて，炭素・窒素安定同位体比の測定を行い，SY-18 を除く 23 点について炭素・窒素安定同
位体比の測定結果を得た。炭素同位体比の測定には試料 0.1 ～ 0.2mg を，窒素同位体比の測定には




分析計：Finnigan MAT 社製 MAT-252 を用いてδ13C の測定を行った。 MAT-252 の誤差は± 0.1‰
程度である。






















（底部付近） 後晩期 2740 ± 20 -26.0 3.1 37.1 PLD-8951






（底部付近） 後期 4535 ± 25 -25.8 4.4 58.4 PLD-8952




（底部付近） 晩期 2870 ± 25 -26.5 1.5 94.2 PLD-8953




（下半部） 不明 3550 ± 25 -26.1 4.2 55.4 PLD-8954




（底部付近） 後晩期 2690 ± 25 -26.2 0.8 58.6 PLD-8955
SY 14 T6 一括 表73－7 土器付着植物遺体
鱗茎付近の 
炭化物 胴部 晩期 3880 ± 25 -26.4 1.8 67.0 PLD-8956




（底部付近） 後晩期 2725 ± 25 -25.9 1.3 87.0 PLD-8957




（底部付近） 後晩期 2745 ± 25 -26.6 1.7 82.7 PLD-8958
SY 17a




3015 ± 20 -23.5 1.8 20.7 PLD-8959
SY 17b 繊維 ― -26.9 ― 18.9 ―
SY 18 D10. No.1269 河道 1 表73－12 土器付着植物遺体
繊維付近の 
炭化物 底部 不明 3330 ± 25 -26.4 ― 69.3 PLD-8960




（底部付近） 晩期 2920 ± 25 -22.5 2.0 19.2 PLD-8961
SY 39a
B19. No.407 河道 1 表73－14 土器付着植物遺体
繊維付近の 
炭化物 底部付近 後晩期
3010 ± 25 -26.7 ― 28.3 PLD-14819
SY 39b 繊維 ― -25.9 ― 34.6 ―




（底部付近） 不明 2540 ± 20 -23.0 2.2 26.3 PLD-8962






（堀之内式） 3420 ± 25 -25.3 3.3 46.7 PLD-8963
SY 22 B21. No.230 河道 1 表73－19 土器付着植物遺体
ササゲ属アズキ亜属
アズキ型炭化種子 底部 後晩期 2870 ± 25 -24.7 3.4 26.4 PLD-8964
SY 23 B23. No.1490 河道 1 表73－20 土器付着植物遺体 トチノキ炭化種子 底部 後晩期 2870 ± 25 -24.7 2.1 33.1 PLD-8965






3935 ± 25 -25.5 2.4 17.4 PLD-8966






（安行 3c 式） 2870 ± 25 -25.0 3.3 23.6 PLD-8967
SY 40a




2880 ± 20 -22.8 ― 23.3 PLD-14820
SY 40b 編組製品ひご ― -26.7 ― 45.2 ―
SY 27a






2890 ± 25 -23.9 1.2 18.6 PLD-8968
SY 27b 編組製品ひご ― -26.8 ― 20.2 ―
SY 28 F11. No.987 河道 1 表73－34 土器付着植物遺体
編組製品付近の 
炭化物 胴部 晩期？ 3235 ± 25 -23.8 2.0 32.0 PLD-8969




（底部付近） 晩期 2895 ± 25 -22.5 4.5 21.7 PLD-8970
SY 30 C10. No.923 河道 1 表73－36 土器付着植物遺体 不明植物遺体
胴部 
（底部付近） 不明 2920 ± 25 -25.0 3.3 24.7 PLD-8971
SY 31 D4. No.854 河道 2 表73－37 土器付着植物遺体 不明植物遺体 胴部 不明 2730 ± 25 -23.4 2.5 21.7 PLD-8972
SY 32 D4. No.2688 河道 2 表73－38 土器付着植物遺体 不明植物遺体
胴部
（底部付近） 不明 2760 ± 25 -25.1 1.6 22.3 PLD-8973






（安行 3c 式） 2875 ± 25 -23.5 1.9 16.3 PLD-8974
SY 34 E10. No.1777 河道 1 ― 種実 ヒョウタン果実 ― 不明 3155 ± 25 -29.5 ― ― PLD-9085
SY 35 河道 1, 1 号クルミ塚一括 ― 種実 ヒョウタン種子 ― 中期 4470 ± 25 -27.5 ― ― PLD-9086
SY 36 河道 1, 1 号クルミ塚一括 1号-43 種実 ササゲ属アズキ亜属アズキ型炭化種子 ― 中期 4335 ± 25 -24.8 -1.2 ― PLD-9087
SY 37 河道 1, 1 号クルミ塚一括 1号-53 種実 ダイズ属炭化種子 ― 中期 4335 ± 30 -23.9 2.7 ― PLD-9088





年代測定結果を表 1 に示した。14C 年代測定結果は，OxCal4.0［Ramsey，1995，2001］を用いて
IntCal04［Reimer et al., 2004］で較正した（図 9）。図 9 の上側には，下宅部遺跡の遺構群の時期（S-1
期から S-5 期）を示している［工藤ほか，2007b］。S-1 期は 5,300 ～ 4,800 cal BP ごろで縄文時代中
期中葉の勝坂式期，S-2 期は 4,800 ～ 4,400 cal BP ごろで中期後葉の加曽利 E 式期，S-3 期は 4,500
～ 3,900 cal BP ごろで後期初頭の称名寺式から前葉の堀之内式期を中心とし，S-4 期は 3,800 ～ 3,300 
cal BP ごろで後期中葉の加曽利 B 式期から後期末葉の安行 1 式期頃まで，S-5 期は 3,400 ～ 2,800 
cal BP ごろで後期末葉から晩期中葉の安行 3d 式期までを含む［工藤ほか，2007a］。
土器付着植物遺体は 1 点のみ縄文時代中期中葉（S-1 期）のものが含まれているが，そのほかは





ついては，工藤ほか［2007b］のクルミ塚の年代測定結果と同様に 5,300 ～ 4,800 cal BP ごろで，縄
文時代中期中葉（S-1 期）に属するものであることが確認できた。SY-34 のヒョウタン果実，SY-38
の塊状で炭化して出土したアサ果実は 3,600 ～ 3,300 cal BP ごろで，縄文時代後期後葉～末葉（S-4
期）に位置づけられることが明らかとなった。
2）炭素・窒素安定同位体比とC/N比





繊維付着土器の試料は，δ13C が -26‰程度のものと -23 ～ -22‰程度のものに分かれる傾向がみ
られ，C/N 比では 20 前後のものと 30 を超えるものに分散し，特定のまとまりを示さなかった。
繊維部分とその周辺の炭化物でのδ13C の比較用に用いた SY-17 と SY39 では，SY-39 では両者と
もほとんど変わらない結果が得られたものの，SY-17 ではδ13C が大きく異なり，繊維部分（SY-17b）
は低い値を示したのに対し，繊維周辺の炭化物（SY-17a）は高い値を示した。







  OxCal4.0［Ramsey, 2001］ を用いて，IntCal04［Reimer et al., 2004］ の較正曲線で較正を行い， 土器付着植
物遺体と種実遺体に分けて年代が古い順に上から並べた。確率分布の下のバーは上が1σ （68.2％），下が
2σ （95.4％） のバーを表す。
  縄文時代中期から晩期の土器型式の年代は， 小林［2006］ や工藤ほか［2007a］ をもとに推定した。図上部




編組製品付着土器では，δ13C がやや高く，δ15N が低いものが多かった。また，C/N 比がやや


















測定した 24 点のδ15N の平均は 2.3‰であり，C3 植物の分布傾向と極めてよく一致する。下宅部遺
跡の精製土器などに付着した土器付着物の分析［工藤ほか，2007a］や御経塚遺跡の分析結果［工藤
ほか，2008］ではδ13C とδ15N がやや分散する傾向があったのと対照的である（図 10，図 12 参照）。
土器型式が判別可能な下宅部遺跡の精製土器と粗製土器の 5 点の内面付着炭化物のうち TTHS-34
（称名寺 2 式～堀之内 1 式），TTHS-67（大洞 BC 式），TTHS-97（安行 3 式粗製土器）は，今回の
土器付着植物遺体と近似したδ13C・δ15N を示しているが，C/N 比は 10 前後と小さく窒素含有率
が高い傾向がある（図 12）［工藤ほか，2007b］。これに対し，土器付着植物遺体では C/N 比が大き
いものがほとんどである（図 11）。吉田［2006］のデータによると，シカ・クマ・タヌキなどの陸上
動物起源の炭化物の C/N 比は 7 ～ 10 程度であり，下宅部遺跡の TTHS-34，TTHS-67，TTHS-97
の C/N 比の値もこれに近い。おそらく，この 3 点は陸上動物起源の有機物が付着炭化物に含まれ





















それぞれ -26.9‰，-25.9‰，-26.7‰，-26.8‰と，これらのδ13C が -25‰よりも低いことから，これ
らの素材に C4 植物が用いられている可能性は低い。また，鈴木・佐々木［2006］は，下宅部遺跡か
ら出土した 60 点の編組製品と繊維製品のうち，17 点の編組製品と 2 点の繊維について樹種同定を




















ンパク質を 3 ～ 4％含んでいるため，C/N 比から見るとこの点は矛盾する。吉田［2006］の炭化物

























海洋リザーバー効果の影響の有無を検討する際に，陸上植物のδ13C の平均的な値である -26 ～
-24‰よりもδ13C がやや高い試料については，海洋起源の有機物の混入が疑われてきた［坂本，
2004］。しかし，今回の分析結果から，土器付着植物遺体にもδ13C が -23 ～ -22‰程度で高い値を
示すものが含まれていることがわかった。このことは，δ13C のみで，試料に海洋起源の有機物が















ち SY-21（後期前葉堀之内式），SY-24（晩期～弥生？），SY-25（晩期中葉安行 3c 式），SY-27（晩
期前葉安行 3b 式），SY-33（晩期中葉安行 3c 式）のわずか 5 点である。これを，型式が明確な土
器の年代測定結果［工藤ほか，2007a］と比較してみると，晩期前葉～中葉と推定していた SY-25，













繊維や編組製品付着土器は 3,700 ～ 2,700 cal BP ごろで，縄文時代後期中葉から後葉に対応する
S-4 期と晩期前葉から中葉に対応する S-5 期が多かった。このことから，繊維の加工や，土器内に編
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Shimo-yakebe site is one of the most important wetland site from Middle to Final Jomon sub-period 
(ca. 5,300-2,800 cal BP) in the Kanto plain, central Japan. Total of 40 charred plant remains attached 
to the Jomon potteries had been excavated from varied valley. Charred plant remains on potsherds 
are ideal for investigating the cooking method of plant foods using pottery during the Jomon period. 
These charred plant remains are classified into five groups: scaly bulbs remains, fiber remains, fruits 
and seeds remains, woven remains, and unidentified macro fossil remains. AMS radiocarbon dating, 
carbon and nitrogen stable isotope analysis and C/N ratio analysis were conducted for 26 charred 
plant remains to make more refined chronology and to examine origin of these charred plant remains. 
In addition, radiocarbon dating for 5 seeds and fruits remains conducted. Radiocarbon dating showed 
that these plant remains attached to the pottery were placed ca. 5,300-2,500 cal BP of the Middle to 
Final Jomon sub-period. Especially, large majority of these plant remains are placed ca. 3,300-2,700 cal 
BP of the Final Jomon-sub-period. Carbon and nitrogen stable isotope analysis shows that δ13C values 
of the all of these plant remains were from -26.5 to -22.5 ‰ (ave. -24.9 ‰) and δ15N values were from 0.8 
to 4.5 ‰ (ave. 2.3 ‰). These values are coincides with standard values of the C3 plants. Charred seeds 
of Leguminosae (Glycine  sp. and Vigna angularis var. angularis type) were placed ca. 4,900 cal BP of 
the Middle Jomon, and charred fruits of Cannabis sativa placed ca. 3,500 cal BP of the Late Jomon 
sub-period. Charred seed of Glycine sp. found from the Shimo-yakebe site is the oldest record in the 
Jomon period at this moment.
Key words: charred plant remains on potsherds, plant utilization, radiocarbon dating, stable isotope 
analysis, C/N ratio analysis.
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